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令和6年10月26日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：城内　海斗
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＜連絡事項＞
・特に無し。

＜入室状況＞
・変更無し。

＜患者様連絡事項＞
・豊田　亨司様～臨時薬9日分処方

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。壁蹴りや独語は継続して見られており、対面時返答も纏まりなく妄想言動聞かれている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・小栗　健太郎様～終日隔離中。処遇変更についての訴えや確認はあるが、情動の不安定さは見られず、服薬拒否無し。活気無く臥床して過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中他室への侵入や他者の私物も持ち去る迷惑行動あり時間早め観察終了している。自室でも壁叩き見られ行動自制できず、不穏時レボトミン(25)1T服用。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～他者へ対する被害妄想、関係妄想の訴えは表面上消失。頓服使用回数も減少。病識が低く、幻聴や妄想に関しての現実検討できず。

・野田　貴志様～病識については不完全であるものの、幻覚妄想など措置入院を継続する必要性は消失。措置消退を進めている状態。措置消退面談10/29（火）16：00～内科診察室で面談予定となっている。

・角谷　寿美様～入院後、不穏興奮は見られず、服薬について当院処方は服薬するも入院前の内科処方は拒薬されている。対応は穏やかで殆ど自室にて過ごしている。院形態や想定される退院先について確認がある。措置解除後の処遇（退院または入院形態変更しての継続加療）は未定であるり、入院前に居住していたアパートは12月末には退居する必要があることから、退院先の検討は必要と思われる。

